
出雲河川事務所管内では、河川協力団体に指定されている団体が集まって、相互の理解や連携を深めることを
目的に、平成２７年度から意見交換会を開催しています。
今年度の意見交換会はインフルエンザ流行警報が発令されていたことなどから対面での意見交換会ではなく、書
面による意見交換会を開催しました。書面開催となりましたが、各団体が抱えている課題等についてたくさんの意見
をいただきました。いただいた意見については、取りまとめをおこない河川協力団体全体に共有を図りました。

令和７年度 河川協力団体との意見交換会（斐伊川 出雲河川事務所）

参加団体（書面開催）
河川協力団体
①未来守りネットワーク
②自然再生センター
③ウエスコ・エコクラブ
④夕日スポットクリーンセンター
⑤ホシザキグリーン財団
⑥水の都プロジェクト
⑦中海再生プロジェクト
⑧しまね体験活動支援センター
⑨自然と人間環境研究機構
⑩境港清港会
⑪さくらおろち

意見交換会で出た主な内容
■親水環境の整備として漂流物清掃作業を行っているが、風により飛散する漂流物を軽減する対策について情報が欲しい。（⑨）
飛散する漂流物）護岸全面のくぼちに既存木、ヨシ帯間に飛散するビニール、発泡スチロール等

■斐伊川流域全体での清掃・環境維持活動を引き続き行っていく。（⑩）

～提出いただいた活動内容について～
自然と人間環境研究機構ホシザキグリーン財団未来守りネットワーク

境港清港会 さくらおろち しまね体験活動支援センター





参加団体

〇旧太田川

・山陽工業株式会社

〇古川

・せせらぎ会

・古川トンボしらべ隊



令和７年度 河川協力団体との意見交換会（八田原ダム管理所）

ミヤコアオイの補植

保全活動（下草刈り）

・平成10年からギフチョウ保全活動を行っている河川協力団体「伊尾小谷地区自治会」は平成27年3月6
日に指定を受けており、県のRDBでは一定の成果を上げていると評価されています。
・令和7年11月25日（木）に団体の代表者他２名と八田原ダム管理所において意見交換会を開催し、活動
内容の紹介及び抱えている課題等について意見交換を行いました。
・管理所としては、重要種「ギフチョウ」の保全活動を今後も継続するために、同団体と連携して取り
組んでまいりたいと考えています。



令和7年度 河川協力団体との意見交換会（佐波川 山口河川国道事務所）

令和7年12月2日、山口河川国道事務所において河川協力団体意見交換会を開催しました。
当日は、事務所からの活動報告や広報の取り組みについて説明した後、各団体から令和7年度の活
動報告と令和8年度の予定を共有しました。
意見交換では、「団体間交流の促進と継続的な活動」をテーマに、イベント協力の継続、上下流団体
の交流、広報支援など、今後の活動をより良くするためのアイデアが活発に出されました。

お互いの取り組みや課題を率直に話し合うことで、連携の重要性を再確認し、今後も協力して活動を
進めていく良い機会となりました。

今回の意見交換会では、今後の活動をより効果的に進
めるため、カレー大作戦での事前協議からの参加による
連携強化、河川管理施設の補修時に河川巡視情報を共
有して効率化を図る提案、上下流団体の交流促進、若い
世代の参加を促す工夫に加え、ライフジャケットなどの物
品の貸し借りや、各団体の活動を国のSNSや広報誌で発
信する広報強化など、さまざまな前向きな意見が交わさ
れ、団体間の協力をさらに深める有意義な場となりました。

河川協力団体からの意見・感想等

・佐波川に学ぶ会（平成26年度指定）
・佐波川ＳＤＧｓ（令和2年度指定）
・和田の里づくり推進協議会（令和3年度指定） ※欠席
・(株)井原組（令和5年度指定）
・山口河川国道事務所
（副所長：光井、河川管理課長：熊本、専門官：池岡）

意見交換会の様子 参加団体


